
翅霧
Nα634

“、
㌔

孟
炉

◎MAR　2004

懇3月

発行　宮崎県東臼杵郡東郷町・編集　企画調整課TEL（0982）69－3901
　　〒883－0192宮崎県東臼杵郡東郷町大字山陰丙1374番地
印刷　（有）是認印刷　日向市本町TEL（0982）52－2567

灘纏霧灘雛1爵
　　　‘　；「

蒙撫謬灘1繋
さあ～スタートだ

毒
　　　ホームページ

第8回若山牧水賞……

酒造工場立地調印式…

牧水ロードレース……

東郷町の職員給与……

まちのアルバム………
合同金婚式……………

保健だより……………
認定農業者・……・……

さくら館だより…・・…

インフォメーション・・

ちびっ子ギャラリー・・

………… Qページ

………… Rページ

………… Sページ

………… Tページ

………… Uページ

………… Vページ

…… W～9ページ

・……… P0ページ

・……… P1ページ

・…… P2ページ～

……・… P4ページ

な
に
ゆ
え
に
旅
に
出
つ
る
や

な
に
ゆ
え
に
旅
に
出
つ
る
や

　
　
　
可
女
〔
こ
朱
こ

　
　
　
一
回
一
方
．
一
　
文
k
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
「
　
ブ

URL：http：／／www．town．togo．miyazaki．jp　　E－mail；kikaku＠town．togo．miyazaki．jp



　　　　　　じ蝦ど弓こ魯’り②

《授黄白》第8回若山牧水受賞
蜘
強

　
第
8
回
若
山
牧
水
賞
を
歌
集
「
夏

の
う
し
ろ
」
で
受
賞
し
た
歌
人
栗

木
京
子
氏
の
授
賞
式
が
2
月
5
日

宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
授
賞
式
は
坪
谷
小
学
校
児

童
に
よ
る
「
牧
水
の
歌
」
斉
唱
で

始
ま
り
、
続
い
て
若
山
牧
水
賞
運

営
委
員
長
　
安
藤
忠
恕
宮
崎
県
知

事
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
特
別
顧

　
大
岡
信
氏
の
あ
い
さ
つ
な
ど
後
、

県
知
事
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

《
栗
木
京
子
氏
来
町
》

2
月
6
日
、
受
賞
者
の
栗
木
京
子

氏
、
牧
水
賞
選
考
委
員
　
佐
佐
木

幸
綱
氏
、
伊
藤
一
彦
氏
、
短
歌
結

社
「
塔
」
の
み
な
さ
ん
も
牧
水
生

家
、
記
念
館
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

《
記
念
講
演
会
》

　
歌
人
栗
木
京
子
氏
の
受
賞
記
念

講
演
会
が
2
月
6
日
（
金
）
延
岡

武
、青葉山回

酬
　　　　　　　　　壷　　　　　　茎…　　　論　豊国鞭趣か

市
の
野
口
記
念
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
合
唱
団
べ
ー
チ
ェ
の
べ
お

か
に
よ
る
「
若
き
日
の
う
た
」

斉
唱
で
講
演
会
が
は
じ
ま
り
、

主
催
者
を
代
表
し
延
岡
市
収

入
役
が
あ
い
さ
つ
を
行
な
い

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
牧
水
賞
選
考
委

員
の
一
人
で
あ
る
伊
藤
一
彦

氏
が
講
師
紹
介
を
行
い
講
演

と
な
り
ま
し
た
。

栗
木
氏
は
今
回
の
受
賞
作
歌

集
「
夏
の
う
し
ろ
」
に
な
ぞ

っ
て
「
牧
水
の
う
し
ろ
姿
」
と
題

し
て
講
演
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
で
、
私
に
と
っ
て
牧

水
は
「
あ
ま
り
影
響
を
受
け
て
い

な
い
歌
人
」
と
思
っ
て
い
た
。
で

も
、
無
意
識
で
つ
く
っ
た
歌
「
き

び
し
さ
に
北
限
あ
り
ゃ
六
月
の
ゆ

ふ
べ
歩
け
ど
歩
け
ど
暮
れ
ず
」
な

ど
は
牧
水
の
歌
「
幾
山
河
越
え
さ

り
行
か
ば
寂
し
さ
の
終
て
な
む
国

ぞ
今
日
も
旅
行
く
」
に
感
じ
が
似

て
い
る
と
言
わ
れ
、
ま
た
2
0
歳
の

発
表
し
た
作
品
に
「
観
覧
車
回
わ

れ
よ
回
れ
想
ひ
で
は
君
に
は
一
日

我
に
は
一
生
」
と
い
う
歌
が
あ
る
。

こ
の
歌
な
ど
牧
水
の
歌
「
山
を
み

よ
山
に
日
は
照
海
を
見
よ
海
に
日

は
照
る
い
ざ
唇
を
君
」
な
ど
に
み

ら
れ
る
命
令
形
の
歌
が
意
識
の
底

に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
語

り
ま
し
た
。

　
ま
た
牧
水
夫
妻
の
心
の
交
流
を

牧
水
と
妻
喜
志
子
と
の
合
著
「
白

梅
集
」
を
と
り
あ
げ
歌
で
紹
介
し

ま
し
た
。

　
牧
水
を
語
る
と
き
、
牧
水
の
身

近
に
お
り
、
一
番
近
く
で
牧
水
を

支
え
、
牧
水
の
残
し
た
仕
事
を
や

り
遂
げ
、
牧
水
の
つ
く
っ
た
短
歌

結
社
「
創
作
」
を
守
り
、
現
在
に

続
く
基
礎
を
作
っ
た
妻
喜
志
子
の

力
は
大
き
い
と
喜
志
子
の
生
涯
を

た
た
え
ま
し
た
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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地
元
に
愛
さ
れ
藷
翻
り
を
目
指
し
て

‘「

x
乃
露
酒
造
店
鐡
・

《
種露

：響

臨
贈
範
矯
遡
．
畷

富
乃
露
酒
造
店
の
工
場
立
地
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
印
式
に
宮
崎

県
か
ら
中
馬
章
一
商
工
観
光
労
働
部

本
町
か
ら
小
林
理
教
町
長
、

名
敏
文
議
会
議
長
、
（
株
）
富
乃
露

酒
造
店
か
ら
黒
木
繁
人
代
表
取
締

役
社
長
が
出
席
し
、
協
定
書
に
調

印
し
ま
し
た
。

　
工
場
は
、
芋
・
米
を
主
と
し
た

本
格
焼
酎
の
製
造
・
販
売
施
設
と

し
て
、
道
の
駅
と
う
こ
う
の
東
側

に
建
設
し
、
敷
地
面
積
約
3
、
6

0
0
㎡
、
工
場
建
物
面
積
は
約
1
、

4
0
0
㎡
で
平
成
1
6
年
1
0
月
の
操

業
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
黒
木
社
長
は
「
地
産
地
消
に
よ

る
、
地
元
の
人
に
愛
さ
れ
る
焼
酎

を
造
り
た
い
」
と
熱
く
意
気
込
み

を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
地
元
産
の

原
料
に
よ
る
生
産
振
興
、
新
た
な

特
産
品
と
し
て
の
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

、轟

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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2
月
1
5
日
（
日
）
、
第

24

�
q
水
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
が
、
牧
水
公
園

周
辺
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
春
一
番
の
吹

い
た
前
日
と
は
打
っ
て
変

わ
っ
て
穏
や
か
な
天
候
に

恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら
3

5
0
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健

脚
を
競
い
た
く
さ
ん
の

応
援
の
方
も
訪
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
、
婦
人

会
の
協
力
に
よ
り
東
郷

町
特
産
の
「
牧
水
そ
ば
」

が
参
加
者
に
振
舞
わ
れ
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

〔
各
部
門
の
上
位
入
賞
者
〕

◆
宣
言
タ
イ
ム
走
　
2
㎞

・
親
子
の
部

1
位
　
知
覧
涼
子
・
雄
介
5
秒

差
（
綾
町
）
、
2
位
　
関
口
治
喜
・

太
令
制
秒
差
（
迫
野
内
）
、
3
位

　
黒
木
裕
明
・
水
人
1
3
秒
差
（
西

郷
村
）

・
個
人
の
部

1
位
　
長
渡
則
子
0
秒
差
（
財

光
寺
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
）
、
2
位

倉
石
直
人
4
秒
差
（
財
光
寺
ジ

ュ
ニ
ア
陸
上
）
、
3
位
　
川
崎
未

来
8
秒
差
（
延
岡
市
）

◆
小
学
3
年
生
男
子

2
㎞

1
位
　
長
池
源
太
8
分

45

b
（
福
瀬
小
）
、
2
位

　
後
藤
諒
祐
8
分
4
9
秒

（
財
光
寺
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
）
、

3
位
　
稲
田
幹
人
9
分

03

b
（
坪
谷
小
）

◆
小
学
3
年
生
女
子

2
㎞
1
位
　
太
田
和
佳
菜
9

分
1
6
秒
（
ひ
ま
わ
り
陸

上
ク
ラ
ブ
）
、
2
位
　
岸

本
夏
菜
9
分
2
5
秒
（
細

島
小
）
、
8
位
　
黒
木
紗

英
9
分
3
1
秒
（
ひ
ま
わ

り
陸
上
ク
ラ
ブ
）

◆
小
学
4
年
生
男
子

2
㎞

1
位
　
菊
池
耕
佑
7
分
4
1
秒
（
南

方
ア
ス
リ
ー
ト
）
、
2
位
　
吉
田
拓

史
7
分
4
7
秒
（
南
方
小
）
、
3
位

甲
斐
慎
一
郎
8
分
0
3
秒
（
南
方
ア

ス
リ
ー
ト
）

◆
小
学
4
年
生
女
子
　
2
㎞

1
位
　
竹
田
静
7
分
5
9
秒
（
財
光

寺
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
）
、
2
位
　
柳
田

恵
8
分
2
2
秒
（
ひ
ま
わ
り
陸
上
ク

ラ
ブ
）
、
3
位
　
川
本
莉
車
戸
8
分

52

b
（
ひ
ま
わ
り
陸
上
ク
ラ
ブ
）

◆
小
学
5
年
生
男
子
　
2
㎞

1
位
　
芳
賀
郁
7
分
5
3
秒
（
財
光

寺
小
）
、
2
位
　
寺
原
求
7
分
5
3
秒

（
東
郷
小
）
、
3
位
　
黒
木
愛
稀
8

分
0
3
秒
（
財
光
寺
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
）

◆
小
学
5
年
生
女
子
　
2
㎞

1
位
　
出
口
真
奈
保
7
分
5
7
秒
（
財

光
寺
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
）
、
2
位
　
新

本
明
日
香
8
分
4
9
秒
（
財
光
寺
ジ

ュ
ニ
ア
陸
上
）
、
3
位
　
高
巣
律
子

8
分
5
0
秒
（
財
光
寺
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
）

◆
小
学
6
年
生
男
子
　
2
㎞

1
位
　
橋
口
二
人
7
分
1
9
秒
（
寺

迫
小
）
、
2
位
　
宮
越
正
巳
7
分

46

b
（
財
光
寺
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
）
、

3
位
　
吉
玉
元
和
7
分
4
7
秒
（
南

方
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

◆
小
学
6
年
生
女
子
　
2
㎞

1
位
　
川
本
唯
7
分
5
8
秒
（
ひ
ま

わ
り
陸
上
ク
ラ
ブ
）
、
2
位
　
佐
藤

瑞
希
8
分
0
7
秒
（
東
郷
小
）
、
3
位

　
松
田
陽
菜
8
分
1
4
秒
（
ひ
ま
わ

り
陸
上
ク
ラ
ブ
）

◆
中
学
生
女
子
　
3
㎞

1
位
　
尾
前
奈
々
1
1
分
1
6
秒
（
延

岡
市
南
中
）
、
2
位
　
一
宮
悠
花
1
3

分
1
1
秒
（
延
岡
市
南
中
）
、
3
位

河
野
香
代
1
3
分
4
9
秒
（
財
光
寺
中
）

◆
中
学
生
男
子
　
5
㎞

1
位
　
甲
田
淳
平
1
7
分
1
1
秒
（
西

郷
中
）
、
2
位
　
黒
木
俊
輔
1
8
分

17

b
（
西
郷
中
）
、
3
位
　
柳
田
博

18

ｪ
4
8
秒
（
闇
闇
中
）

◆
一
般
女
子
3
㎞

・
3
9
歳
以
下

1
位
　
河
野
幸
絵
1
8
分
1
9
秒
（
日

南
市
）

・
5
9
歳
以
下

1
位
　
菊
池
美
穂
1
4
分
3
7
秒
（
南

方
ア
ス
リ
ー
ト
）
、
2
位
　
塩
月
英

子
1
7
分
侶
秒
（
福
瀬
）

・
6
0
歳
以
上

1
位
　
黒
木
喜
美
子
1
5
分
1
1
秒
（
日

向
市
）
、
2
位
　
川
崎
サ
ダ
子
1
6

分
1
4
秒
（
延
岡
郵
便
局
カ
ン
ポ
R
C
）

◆
一
般
男
子
5
㎞

・
3
9
歳
以
下

1
位
　
畝
原
光
弘
1
7
分
4
0
秒
（
小

野
田
）
、
2
位
　
河
野
貴
浩
1
7
分

55

b
（
日
南
市
）
、
3
位
　
江
内
谷

義
郎
1
8
分
0
3
秒
（
坪
谷
）

・
5
9
歳
以
下

1
位
　
竹
井
美
則
1
9
分
2
0
秒
（
日

向
市
）
、
2
位
　
大
木
紳
ニ
ー
9
分

44

b
（
宮
崎
市
）
、
3
位
　
甲
田
伊

直
1
9
分
4
5
秒
（
西
郷
村
）

・
6
0
歳
以
上

1
位
　
宮
本
東
2
0
分
3
7
秒
（
日
向

市
）
、
2
位
　
川
原
雅
男
2
1
分
0
3

秒
（
延
岡
市
）
、
3
位
　
海
野
豊
2
2

分
1
4
秒
（
日
向
市
）

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係（⑲3901まで〉

　　　　　　　　　　⑤吻窄弓ご’り

　　　　　東郷町の職員給与等をお知らせします
（1）給与費等の状況（一般会計予算：給与改定後）

給与費（B）

区　分
職　員　数

iA　） 給　　料
職　　員　　手　　当

1人当たりの
求@与　費

iB／A）期末・勤勉手当 その他の手当
計

15年度 93
　　　千円
R55，706

　　　千円
P39，963

　　　千円
S0，181

　　　　千円
T35，850

　　　千円
T，762

（平成15年4月1日現在　給料改定前）（2）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

團
町
□
県
□
国

1
3 1

317，897円 40．ll歳

359，235円 42．4歳

327，623円 40．5歳 1

i
…
1

E

…

1

洋　　壱箆 、　乳 亭　　、

諏8メ1歳一

穗
無・

へ一、

@　　340．224円 46．9歳
2
8
6
．
3
4
0
円
　
1

48．9歳　　　　　　I
@　　I 1

1

I
l

1

一般行政職

技術員職

36000035⑪0003400UO330000320000

（平成15年4月1日現在）

　　　　290000　　　　　　　　300000　　　　　　　　310、000

（3）一般行政職の級別職員数の状況

区　　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

標準的な職務内容 主事
Z師
主事
Z師
主事
Z師
係長
蜊ｸ
係長
蜊ｸ
課長補佐

蜉ｲ
課長
Q事 課長

冷

川　　員　　数 　人
O

　人
W

　人
V 　人P9 　人

U 　人P7 　人
R 　人W 　　人U8

構　　成　　比 　％O．0 　％撃戟D8 　％P0．3 　％Q7．9 　％
W．8 　％Q5．0 　％S．4 　％P1．8 　　％P00

参考　1年前の構成比 　％R．0 　％
X．0 　％P9．4 　％Qα9 　％P0．4 　％P9．4 　％U．0 　％P19 　　％P00

（平成15年12月1日現在）（4）職員の初任給の状況

商口区　　　　　分 初　　任　　給 採用2年後の
求@料　月　額

一般行政職
大　学　卒 160，200円 177，400円

高　校　卒 138，800円 148，500円

技　術　員　職
大　学　卒 160200円 177400円

高　校　卒 138800円 148500円

（平成15年4月1日現在）（5）部門部職員数の状況

部　　　　門 年　　　度　　　別　　　職　　　員　　　数
5年間の増減

平　11 平　12 平　13 平　14 平　15

議　会 2 2 2 2 2

総　務 20 22 22 23 29 9

一般管理費
税　務 5 4 5 5 5

農　水 16 16 16 16 15 △1

土　木 7 8 8 6 6 △1

小　計 50 52 53 52 57 7

民　生 20 24 18 19 15 △5

福　　祉 衛　生 7 5 5 5 5 △2

小　計 27 29 23 24 20 △7

一　般　行　政　計 77 81 76 76 77

特別行政
教　育 16 18 18 18 16

小　計 16 18 18 18 16

病　院 26 24 23 24 24 △2

水　道 2 2 2 2 2

公営企業等 下水道 1 1 1 1 0 △1

その他 4 3 9 7 7 3

小　計 33 30　　1　　35 34 33

総　　　合　　　計 126 129　　　　129 128 126

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　　　　　　　蝦ど弓ご’り⑥まも＠
る
小
林
町
長
は
、
町
内
で

噛
え
3
人
目
と
な
る
1
0
0
歳

迎
の
誕
生
日
を
迎
え
た
新
名

を
ダ
イ
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
」

日
お
祝
い
状
、
記
念
品
な
ど
を

－
や
足
が
少
し
弱
く
な
っ
て

　
　
ベ
ッ
ト
生
活
を
さ
れ
て
い

図心
墨
譜
堰
鞭
態
は
良

寺
こ
の
日
・
小
林
町
長
が

く名
と
答
え
て
い
ま
し
た
・

新

立志式を迎えて

回●国■

建直：二しご二二鳶口適
　
2
月
4
日
（
水
）
立
春
、
東

郷
中
学
校
に
お
い
て
、
立

志
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

立
志
式
は
、
人
生
の
節
目

の
一
つ
と
し
て
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
年
立
志

を
迎
え
た
中
学
2
年
生
3
1

題
名
（
男
子
π
名
女
子
M
名
）

東郷中立志
が
一
人
ず
つ
壇
上
に
登
り
、

立
志
の
証
と
し
て
、
健
康
、

自
覚
、
夢
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
川
越
校
長
が
「
自

己
の
進
路
に
つ
い
て
の
志

を
立
て
る
こ
と
は
、
将
来

の
人
生
設
計
に
大
い
に
役

立
つ
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

少年野球教室開催
　
1
月
3
1
日
（
土
）
、
東
郷

少
年
野
球
チ
ー
ム
主
催
に

よ
る
少
年
野
球
教
室
が
、

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
教
室
で
は

元
プ
ロ
野
球
選
手
の
田
野

倉
氏
、
水
上
氏
、
石
井
氏
、

石
川
氏
の
4
名
が
講
師
と

し
て
招
か
れ
、
少
年
野
球

の
1
0
チ
ー
ム
に
所
属
す
る

約
2
0
0
名
の
野
球
少
年

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。　
こ
の
教
室
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
2
回
目
で
、
参

加
し
た
少
年
た
ち
は
、
講

師
の
方
か
ら
走
塁
や
守
備
、

打
撃
に
つ
い
て
丁
寧
な
指

導
を
受
け
、
真
剣
に
、
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
監
督
・
コ
ー
チ
も

「
ほ
め
て
伸
ば
す
指
導
技

術
の
習
得
」
を
テ
ー
マ
に
指

導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

レ
4

　
　
　
1
月
2
5
日
（
日
）
、
第
4
5
回

　
　
東
臼
杵
郡
青
年
駅
伝
大
会
が

　
　
開
催
さ
れ
東
郷
町
青
年
団
チ

覇　
　
i
ム
が
見
事
3
連
覇
を
果
た

連
し
ま
し
た
．

　
　
　
コ
ー
ス
は
、
東
郷
町
牧
水

3　
　
公
園
か
ら
西
郷
村
ニ
ュ
ー
ホ

会
ー
プ
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
8
区

　
　
間
2
1
・
4
㎞
で
、
各
町
村
の

大
伝
錆
斜
掛
祉
財
引
げ
の
鯵
一
二

鯉
避
難
肝
齢

謂
難
難
鞭
難

杵
そ
の
成
果
が
実
り
、
2
位
に

　
　
3
分
4
0
秒
の
大
差
を
つ
け
た
圧

覚　
　
勝
で
、
さ
ら
に
8
区
間
中
6
区

東
間
の
区
間
賞
を
獲
得
す
る
と

　
　
い
う
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
　
　
来
年
度
は
大
会
初
と
な
る

　
　
4
連
覇
に
向
け
、
練
習
に
励

　
　
み
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
　
　
1
月
2
3
日
（
金
）
、
交

　
　
流
研
修
施
設
「
さ
く
ら
館
」

　
　
に
お
い
て
商
工
セ
ミ
ナ
ー

　
　
が
行
わ
れ
、
鹿
児
島
大
学

　
　
非
常
勤
講
師
の
松
本
英
揮

　
　
氏
に
よ
る
講
演
会
が
開
催

　
　
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
素
敵
な

一
観
光
都
市
と
日
本
の
モ
デ

　
　
ル
と
し
て
の
宮
崎
の
街
づ

ナミ
翻
賄
準
瓢
前
記

セ
地
球
の
現
実
を
知
り
、
街

工
づ
く
り
、
教
育
を
考
え
、

　
　
宮
崎
を
環
境
の
首
都
に
し

商　
　
よ
う
を
テ
ー
マ
に
ス
ラ
イ

　
　
ド
を
交
え
て
話
さ
れ
ま
し

　
　
た
。

　
　
　
講
演
会
に
は
、
町
内
外

　
　
か
ら
参
加
が
あ
り
、
熱
心

　
　
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

★一報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係（⑲3901まで〉

　　の⑦鵜8ご’り

，
つ
祝式金圓《＝匹』1

　
第
1
3
回
東
郷
町
合

同
金
婚
式
が
2
月
1
9

日
（
木
）
や
す
ら
ぎ
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
町
内
1
4
組

の
ご
夫
婦
が
金
婚
式
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
式

で
は
、
小
林
理
教
町
長

の
式
辞
を
受
け
、
金
婚

夫
婦
を
代
表
し
て
、
寺

主
の
川
越
牧
男
・
京
子

さ
ん
夫
妻
に
金
婚
証
書
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
戦
後
の
苦
労
話
や
懐
か
し
い

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ

た
の
は
次
の
ご
夫
婦
で
す
。
（
敬

称
略
）

○
寺
迫（橋（高（川（里｛

口瀬

忠
榮

ハ
ナ
子

　
淳
艶
子

越
牧
男

　
　
京
子

木
利
松

　
　
愛
子

○
福
瀬一一金直
野
哲
義

　
　
信
子

丸
　
　
匠

　
　
ユ
リ
子

○
小
野
田

　　　木矢春
村野田
澤映ラ健差藤
子一子一子雄

○
鶴
野
内

（渡

薄
｡
鞠

一〇＿○＿○＿　三仲　二八　春迫　新
　二二　二重　木野　本

章硫∴∴董

1
歳
¢
ぢ
0
ま
し
題

三河果菜美ちゃん（女）

　　　　　　2月7日生まれ

　　　　　　（仲深区深谷）

父　弘三さん

母　千恵子さん

明るく元気に育ってね

柏田莉穂ちゃん（女）

　　　　　　2月8日生まれ

　　　　　　（仲深区深谷）

父　隆夫さん

母　恵美さん

あかるくげんきに大きくな

ってね

高藤将凹くん（男）

　　　　　　2月27日生まれ

　　　　　　　（福瀬広瀬）

父　清徳さん

母　博代さん

元気にこのまますくすく育

ちますように

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　　　　　　　　⑨鰍ど弓こ一’り

平成15年度東：郷町rいきいき健康まつり」開催

　1月31日（土）、2月1日（日）に「いきいき健康まつり」が、　「いきいき健康すみよいふるさと」

をキャッチフし一ズに開催されました。

　31日夜の部は、総合文化センターで「人の心に花一輪」と題して、桂小金治さんが笑いと心に染み

る講演を行い、参加者はいきいきとした表情で聞き入っていました。

　1日は、牧水公園を会場に、　「ふれあいヌポーツ教室」　「健康コーナー」　「玉入れ大会」　「ウォー

キング大会」、また「第4回ふれまちフェスタ」も同時開催され、知的・視覚障害の方で結成されて

いる「エデンの園」の、澄みきった歌声と演奏に、聴いてる方々は感動と安らぎを感じたようでした。

多くの催しが行われましたが、各コーナー共大勢の参加者で賑わい、健康づくりのよいきっかけ1こな

ったようです。

触．

【
夫
婦
の
部
】

橋
口
征
郎
さ
ん
（
寺
門
）

　
　
勝
子
さ
ん

【
個
人
の
部
】

　
安
藤
る
み
子
さ
ん
（
寺
迫
）

　
植
野
文
夫
さ
ん
（
寺
迫
）

　
長
池
岩
子
さ
ん
（
福
瀬
）

　
那
須
則
子
さ
ん
（
小
野
田
）

　
春
田
シ
ゲ
子
さ
ん
（
小
野
田
）

　
佐
藤
今
朝
男
さ
ん
（
迫
野
内
）

　
小
野
ア
キ
ミ
さ
ん
（
田
野
）

「玉入れ大会」結果発表

　オープン参加1チームを含む
19チームで、元気いっぱい行わ
れました。

優勝　卓球愛好会

2位　東郷中学校野球部Aチーム

3位　たまげた（東郷小学校）

　
表
彰
は
、
平
成
1
4
年
度
に
療

養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

平
成
1
5
年
度
の
基
本
健
康
診
査

で
異
常
を
認
め
な
い
、
も
し
く

は
各
種
が
ん
検
診
を
す
べ
て
受

診
し
基
本
健
診
が
要
指
導
ま
で

の
方
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
1
5
年
度
「
国
民

健
康
保
険
健
康
優
良

者
」
の
表
彰
を
、
い
き

い
き
健
康
ま
つ
り
で
行

い
ま
し
た
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

　　　　　　コ㈱8こ“り⑧

『快適で生きがいのある町づくり』のためのアンケート結果hh7【栄養・歯】

アンケート結果の掲載も、最終回となりました。

この結果をもとに、住民の皆さんの思いを大切にした本町の「健康日本21計画」を策定する予定です。

ご回答いただきました皆様、ご協力ありがとうございました。

●お酒は飲みますか→一飲まない＋週に5日以内
　　　　　　　　　　　一■トほぼ毎日　一X一月に1日程度
80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

　0％
　　　20代，30代40代50代60代70代80代

20～40代で毎日飲む人が多いようですね。

60代からは飲まない人が多くなるようですね。

●お酒を飲む理由は何ですか

〆一■

．置／

^

ゴ

60％

T0％

S0％

R0％

Q0％

P0％

O％

×＼＼　　　・

十おいしいから

黶｡一

ｾれやめ

ﾚ付き合い

¥ストレス解消

@一一x

㈱ﾔと緒で
yしいから

＼＼＼＼

顧／ @　　　、　　　　＼x～　　　　　…　　　　　　～x一『

20代30代40代　50代　60代70代80代

飲む理由としては、40代から圧倒的に「だれや

め」という意見が多かったようです。

●フッ素入りの歯磨き粉を使ったことがありますか

50％

　　　　　　　　　　　　　　　　　いつも使っている
40％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男性

　　　　　　　　　　　　　　　　　いつも使っている
30％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
20％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時々使っている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男性
10％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→←

　　　　　　　　　　　　　　　　　時々使っている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女性
0％

　　20代　30代　40代　50代　60代　70代　80早

いつも使っている人は男性より女性のほうが多いようです。
フッ素には、①歯のエナメル質の強化、②歯の再石灰化促進、

③虫歯菌の活動抑制などの働きがあります。虫歯を予防す
るためにも、フッ素入りの歯磨き粉を使ってみてはいかがで
すか？

　　　　　地区巡回健康相談

偏
鰭
竃
よ
り
や
す
ら
ぎ
館

費
6
9
－
3
3
6
7

●間食はしますか

1

一→く

80％

V0％

U0％

T0％

S0％

R0％

Q0％

P0％

O％

一一xく一一　　　　　　　≠

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

いつもする

@男性

｢つもする

@女性

¥時々する

@男性

@一×一

椁ﾚする

@女性

20代　30代　40代目50代　60代　70代　80代

男性より女性のほうが「問食」が習慣化しているようです。

間食の食べ過ぎには、十分注意しましょう。

3月の行事予定表

大工野集落センター 9：30～10：00 期日 場　　所 受付時間
3日（水）

鶴野内コミュニティセンター 13：30～14：00 育児サークル（ちびちびCLUB）

迫野内地区多目的集会施設 9：30～10：00 2日（火）

5日（金）

鹿　　瀬　　集　　会　　所 13：30～14：00 16日（火） やすらぎ館
10：00～12：00

9日（火） 東上コミュニティセンター 9：30～10：00
リハビリ教室

10日（水）
地　内　集　会　所 9：30～10：00

18日（木）　シルバーセンター　　10：00～10：10

八重原高齢者プラザ 13：30～14：00

稲葉野地区多目的集会施設 9：30～10：00
1歳6か月児健康審査

12日（金）

田　野　　公　　民　　館 13：30～14：00
17日（水），やすらぎ館 13：30～14：00

硯　野　集　会　所 9：30～10：00
2歳6か月児健康審査

23日（火）

羽坂生活改善センター 13：30～14：00
17日（水） やすら　ぎ館　　14：00～14：30

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係（⑲3901まで〉



　　　　　翻ど弓こう⑩

藝腱鞘膿麿㊥
　　

鵡
夢

。
　
篇

　　

~一
業

　
　
　
今

　
今
月
は
仲
深
の
清
水
義
］
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
現
況
と

　
ム
フ
後
の
経
営

　
現
在
柿
と
水
稲
、

和
牛
、
ス
モ
モ
、

梅
の
複
合
経
営
を

両
親
と
一
緒
に
行

っ
て
い
ま
す
。

　
経
営
規
模
は
柿

ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

水
稲
七
十
ア
ー
ル

に
梅
・
ス
モ
モ
各

説幽一

十
ア
ー
ル
、
和
牛
生
産
二
頭
の

経
営
で
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
柿
の
栽
培

管
理
の
改
善
を
図
り
品
質
向
上

と
収
穫
期
の
労
働
力
不
足
対
策

と
し
て
柿
狩
り
を
進
め
た
い
、

ま
た
和
牛
の
拡
大
と
水
稲
の
増

反
で
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
専
任
職
員
の
一
声

　
今
月
は
仲
深
の
清
水
義
一
さ

ん
の
柿
園
に
訪
問
し
て
取
材
を

し
ま
し
た
。

　
清
水
さ
ん
宅
は
西
林
山
の
麓

の
登
山
口
に
自
宅
を
囲
う
よ
う

に
通
園
が
あ
り
、
静
か
な
環
境

の
も
と
で
柿
を
中
心
と
し
た
水

稲
・
肉
用
捨
の
経
営
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
経
営
の
中
心
で
あ
る
柿
栽
培

に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

以
前
は
「
富
有
」
と
「
西
村
早

生
」
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
し
た
が

「
温
習
」
が
病
気
に
弱
い
こ
と

と
「
西
村
早
生
」
が
味
が
劣
る

た
め
平
成
五
年
頃
か
ら
病
気
に

強
く
味
の
良
い
「
次
郎
」
を
高

接
ぎ
に
よ
り
更
新
を
行
い
、
ま

た
、
低
樹
高
に
切
り
替
え
て
労

働
の
軽
量
化
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
授
粉
樹
の
西
村
早
生
に
変

え
て
味
の
良
い
「
小
春
」
を
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
家
の

柿
経
営
で
の
課
題
は
収
穫
期
の

労
働
過
重
を
如
何
に
解
消
す
る

か
で
あ
り
、
ま
た
、
適
期
に
収

穫
し
て
ロ
ス
を
い
か
に
少
な
く

食
い
止
め
る
こ
と
が
出
来
る
か

で
あ
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
柿
の
収
量

と
品
質
向
上
（
次
郎
は
果
頂
部

が
割
れ
る
と
商
品
価
値
が
下
が

る
の
で
そ
の
防
止
対
策
）
収
穫

期
の
労
働
対
策
と
し
て
は
観
光

農
園
の
P
R
を
進
め
て
「
清
水

の
柿
」
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て

行
き
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
傷
一
等
品
質
の
悪

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
柿
酢
に

加
工
し
て
付
加
価
値
を
高
め
る

こ
と
も
考
え
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
和
牛
に
つ
い
て
は
二
頭
を
五

～
六
頭
に
増
頭
し
て
収
益
の
増

加
と
優
良
有
機
物
の
確
保
を
図

り
た
い
、
ま
た
、
水
稲
に
つ
い

て
は
大
型
機
械
の
導
入
を
図
り
、

受
託
等
で
経
営
規
模
を
拡
大
し

て
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
清
水
さ
ん
は
、
柿
に
つ
い
て

は
県
内
で
も
鶴
野
内
の
伊
東
さ

ん
と
と
も
に
古
く
、
技
術
的
に

も
高
い
も
の
を
持
っ
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
ご
両
親
と
一
緒
に
更

に
技
術
向
上
を
図
ら
れ
「
清
水

の
柿
」
ブ
ラ
ン
ド
作
り
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
冨
置
だ
透

東
臼
杵
郡
市
セ
リ
市
　
4
9
頭

　
雌
平
均
4
0
6
、
8
0
0
円

　
去
勢
平
均
4
4
5
、
3
1
2
円

　
合
計
平
均
4
2
8
、
8
0
7
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

　
福
瀬
高
尾
ふ
さ
美
た
か
あ
き
4
号

　
血
統
安
平
・
福
山
・
紋
次
郎

　
3
3
8
日
令
2
8
0
㎏

　
　
　
　
　
6
8
0
、
4
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

福
瀬
谷
口
峰
久
峰
収
取

血
統
安
平
・
二
更
・
糸
秀

　
2
8
7
日
令
2
9
2
㎏

　
　
　
　
5
1
8
、
7
0
0
円

児
湯
郡
市
セ
リ
市
1
3
頭

雌
平
均
4
0
8
、
8
7
0
円

去
勢
平
均
4
7
5
、
7
8
1
円

合
計
平
均
4
5
0
、
0
4
6
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

　
庭
田
高
瀬
利
喜
三
ふ
く
よ
2
号

　
血
統
福
之
国
・
安
平
・
隆
美

　
2
8
1
日
令
2
8
6
㎏

　
　
　
　
　
5
1
8
、
7
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

　
庭
田
黒
木
誠
茂
花
号

　
血
統
安
平
・
福
桜
・
糸
秀

　
2
8
1
日
令
2
8
2
㎏

　
　
　
　
　
5
4
7
、
0
5
0
円
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葉　　　
　
　
　
捲
ま
り

　
　
　
観
窓
⑲
、
1
3
1
7
1

3
月
置
女
君
擶
翻

さ
く
ら
館
の
休
館
日

1
日
・
8
日
・
1
5
日
・
2
0
日
・

22

冝
E
2
9
日

F

一
般
図
書

・
蛇
に
ピ
ア
ス

　
　
　
　
　
　
　
金
原
ひ
と
み

　
ピ
ア
ス
の
拡
張
に
ハ
マ
っ
て

い
た
ギ
ャ
ル
系
コ
ン
パ
ニ
オ
ン

の
ル
イ
は
、
　
「
ス
プ
リ
ッ
ト
タ
ン
」

と
い
う
2
つ
に
分
か
れ
た
舌
を

持
つ
男
、
ア
マ
と
出
会
う
。
や

が
て
ア
マ
が
行
方
不
明
と
な
り
、

死
体
で
発
見
さ
れ
る
。

第
1
3
0
回
芥
川
賞
受
賞
作

倉
2
7
回
す
ば
る
文
学
賞
受
賞
作

う
た
め
だ
け
に
海
を
越
え
て
ベ

ト
ナ
ム
へ
通
っ
た
。
今
は
韓
国
で
、

男
と
住
む
部
屋
を
借
り
る
…
。

ど
こ
ま
で
も
赤
裸
々
に
綴
る
魂

の
放
浪
記
。
　
『
小
説
現
代
』
連

載
を
単
行
本
化
。

●
《
－

“、
㌧
亀
う
ど班　0

・
私
小
説
　
　
　
岩
井
志
麻
子

　
昭
和
の
終
わ
り
に
男
の
ア
パ

ー
ト
に
入
り
浸
る
高
校
生
だ
っ

た
私
は
、
2
0
年
後
、
愛
人
に
会

・
走
る
男
　
　
　
　
椎
名
　
誠

　
バ
ン
ツ
ー
枚
で
走
り
続
け
る
「
お

れ
」
が
遭
遇
し
た
不
条
理
で
へ

ん
て
こ
り
ん
な
世
界
。
こ
こ
で
「
お

れ
」
は
生
き
延
び
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
？
　
こ
ん
な
か
っ
こ

う
で
…
。
　
『
週
間
朝
日
』
連
載

を
単
行
本
化
。

・
巨
眼
の
男
西
郷
隆
盛
2

・
巨
眼
の
男
西
郷
隆
盛
3

　
　
　
　
　
　
　
　
津
本
　
陽

・
底
の
な
い
袋
　
　
　
青
木
　
玉

・
オ
ド
オ
ド
の
頃
を
過
ぎ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
阿
川
佐
和
子

・
父
の
縁
側
、
私
の
書
斎

　
　
　
　
　
　
　
　
檀
　
ふ
み

・
看
守
眼

横
山
秀
夫

・
新
・
地
底
旅
行
　
　
奥
　
泉
光

・
十
三
の
冥
府

・
左
腕
の
猫

・
雪
ひ
ら
く

・
百
の
旅
千
の
旅

内
田
康
夫

藤
田
宣
永

小
池
真
理
子

五
木
寛
之

・
藍
色
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

幸
田
真
弓

・
終
わ
り
な
き
負
債

　
　
　
　
　
C
．
S
．
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

児
童
図
書

・
き
み
の
味
方
だ
！

　
子
ど
も
の
権
利
条
約
4

　
子
ど
も
だ
っ
て
社
会
を
か
え

　
ら
れ
る

　
（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

　
イ
ラ
ク
戦
争
反
対
を
訴
え
た

少
女
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
、
エ
イ
ズ

問
題
で
行
動
を
お
こ
し
た
川
田

竜
平
等
、
日
本
や
世
界
の
様
々

な
少
年
少
女
の
行
動
が
社
会
を

動
か
し
た
実
例
を
紹
介
。
権
利

条
約
の
基
本
が
わ
か
る
、
日
本

の
子
ど
も
向
け
に
書
か
れ
た
子

ど
も
の
権
利
条
約
の
本
。

・
魂
を
は
こ
ぶ
船

　
　
　
　
オ
ト
フ
リ
ー
ト
・
プ
ロ
イ
ス
ラ
ー

　
（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

　
児
童
文
学
作
家
プ
ロ
イ
ス
ラ

ー
が
ド
イ
ツ
や
ま
わ
り
の
地
域

に
伝
わ
る
昔
話
を
集
め
、
自
分

な
り
に
語
り
な
お
し
た
お
話
集
。

第
3
巻
は
、
魂
が
救
わ
れ
な
い

ま
ま
に
さ
ま
よ
っ
た
り
、
人
間

に
つ
き
ま
と
っ
た
り
す
る
幽
霊

の
話
1
3
話
を
収
録
。

・
お
ば
け
の
ジ
ョ
ー
ジ
ー
お
お

　
て
が
ら

　
　
　
　
　
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
イ
ト

（
小
学
校
初
・
中
学
年
対
象
）

　
ジ
ョ
ー
ジ
ー
は
、
ホ
イ
ッ
テ

ィ
カ
ー
さ
ん
の
家
に
住
ん
で
る
、

は
ず
か
し
が
り
や
の
気
の
い
い

お
ば
け
。
人
間
に
は
姿
が
み
え

ま
せ
ん
。
あ
る
日
、
家
の
人
の

留
守
に
泥
棒
が
や
っ
て
き
て
…
。

ジ
ョ
ー
ジ
ー
と
な
か
よ
し
の
動

物
達
の
活
躍
を
描
い
た
、
楽
し

い
物
語
。

・
七
つ
の
封
印
　
7

深
海
の
魔
物
た
ち

　
　
　
　
　
カ
イ
・
マ
イ
ヤ
ー

　
（
小
学
校
上
学
年
対
象
）

・
ク
ラ
リ
ス
・
ビ
ー
ン
あ
た
し

が
い
ち
ば
ん
！

　
　
　
　
　
ロ
ー
レ
ン
・
チ
ャ
イ
ル
ド

　
（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

え
ほ
ん

・
鹿
よ
お
れ
の
兄
弟
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
神
沢
利
子

　
シ
ベ
リ
ア
の
森
で
生
ま
れ
た

お
れ
は
猟
師
だ
。
お
れ
の
着
る

服
は
鹿
皮
、
お
れ
の
履
く
靴
も

鹿
皮
だ
。
力
強
い
詩
と
、
は
っ

と
思
わ
せ
る
よ
う
な
東
洋
的
な

細
密
画
に
よ
っ
て
、
シ
ベ
リ
ア

の
神
秘
的
な
森
へ
と
、
ど
ん
ど

ん
引
き
込
ん
で
い
く
絵
本
。

・
草
花
と
と
も
だ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
下
田
智
美

　
春
に
な
っ
た
あ
る
朝
、
色
と

り
ど
り
に
咲
い
た
草
花
と
あ
そ

ぶ
女
の
子
と
動
物
た
ち
が
、
草

花
の
名
前
や
特
徴
、
料
理
や
草

花
あ
そ
び
な
ど
を
紹
介
す
る
。

草
花
と
親
し
む
工
夫
が
い
っ
ぱ

い
の
、
絵
本
仕
立
て
の
入
門
書
。

・
て
ん

　
　
　
　
　
ピ
ー
タ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ

　
お
絵
描
き
な
ん
て
大
き
ら
い
！

苦
し
ま
ぎ
れ
に
描
い
た
の
は
、

ち
っ
ぽ
け
な
「
て
ん
」
ひ
と
つ
。

そ
の
ち
っ
ぽ
け
な
「
て
ん
」
に

隠
さ
れ
た
大
き
な
意
味
を
知
っ
て
、

ワ
シ
テ
は
変
わ
り
は
じ
め
る
…
。

世
の
図
画
ぎ
ら
い
を
勇
気
づ
け

る
楽
し
い
絵
本
。

・
い
た
だ
き
ま
一
す
！

荒
井
良
二

・
パ
パ
は
ジ
ョ
ニ
ー
っ
て
い
う

ん
だ

　
　
　
ボ
ー
・
R
．
ホ
ル
ム
ベ
ル
イ

・
ね
が
い
ご
と
を
し
て
ご
ら
ん

　
　
　
　
テ
ィ
フ
ァ
ニ
i
・
リ
ー
ス
ン

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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薬
物
乱
用
と
は

　
遊
び
や
快
感
を
求
め
る
た
め

に
シ
ン
ナ
ー
や
覚
せ
い
剤
な
ど

の
薬
物
を
使
用
す
る
こ
と
。
た

と
え
1
回
の
使
用
で
も
乱
用
に

あ
た
り
ま
す
。

主
な
乱
用
薬
物
と
し
て
は

　
シ
ン
ナ
ー
、
覚
せ
い
剤
、
コ

カ
イ
ン
、
大
麻
、
向
精
神
薬
、

合
成
麻
薬
な
ど
で
す
。

薬
物
を
乱
用
す
る
と

　
薬
物
性
の
精
神
病
、
大
脳
の

萎
縮
、
幻
覚
、
幻
聴
、
妄
想
、

失
明
、
歩
行
失
調
、
タ
ン
パ
ク

尿
、
貧
血
、
染
色
体
異
常
、
肺

ガ
ン
な
ど
、
様
々
な
臓
器
障
害

生
じ
ま
す
。

依
存
性
と
耐
性

　
何
度
で
も
繰
り
返
し
て
使
い

た
く
な
る
「
依
存
性
」
と
い
う

性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
乱
用

す
る
人
は
「
快
感
を
得
る
た
め
」

だ
け
で
は
な
く
、
薬
物
が
切
れ

た
時
に
感
じ
る
イ
ラ
イ
ラ
や
不

安
、
禁
断
症
状
と
し
て
現
れ
る

身
体
的
苦
痛
か
ら
逃
れ
る
た
め

に
繰
り
返
し
使
わ
ざ
る
を
え
な

く
な
り
ま
す
。
し
か
も
、
使
用

を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、

そ
れ
ま
で
と
同
じ
量
で
は
効
か

な
く
な
る
「
耐
性
」
と
い
う
性

質
が
あ
り
、
使
用
量
や
回
数
が

増
え
て
い
き
ま
す
。

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
現
象

　
薬
物
の
乱
用
で
一
度
幻
覚
や

被
害
妄
想
な
ど
の
精
神
病
の
症

状
が
生
じ
る
と
、
そ
の
後
、
治

療
に
よ
っ
て
表
面
上
は
回
復
し

て
い
る
か
に
見
え
て
も
、
ほ
ん

の
小
さ
な
ス
ト
レ
ス
や
飲
酒
な

ど
が
引
き
金
に
な
っ
て
、
突
然
、

幻
覚
や
被
害
妄
想
な
ど
の
症
状

が
再
燃
す
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
（
自
然
再
燃
）
現
象
が
お
こ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」

と
断
る
勇
気
を
も
と
う

　
薬
物
乱
用
を
防
止
し
、
啓
発

活
動
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
た

め
に
協
議
会
で
は
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
、
O
O
－
刀
○
ζ
、

ビ
デ
オ
等
の
啓
発
資
材
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ

い
。薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
日
向
地

区
協
議
会

（
事
務
局
・
日
向
保
健
所
内
）

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

吾
子
眠
る
墓
の
め
ぐ
り
は
苔
青
く

小
春
日
和
の
陽
ざ
し
や
さ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

唐
突
に
声
か
け
ら
れ
て
戸
惑
ひ
ぬ

言
葉
返
す
を
し
ば
し
た
め
ら
ふ

　
　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

凪
ぎ
わ
た
る
水
平
線
に
初
日
待
つ

人
ら
焚
き
火
に
盃
回
す

　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

地
下
足
袋
の
裏
に
畑
土
や
は
ら

か
く
心
楽
し
く
麦
を
踏
み
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

除
夜
の
鐘
聞
き
つ
つ
過
ぎ
し
日

を
思
ふ

在
り
し
日
の
姑
の
思
ひ
哀
し
く

　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

蒼
空
に
映
え
て
舞
い
散
る
紅
葉
に

夢
の
は
て
な
く
心
と
き
め
く

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

八
人
の
子
を
育
て
つ
つ
貧
し
か

り
き
厳
し
き
時
代
の
下
松
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

病
身
で
も
息
災
な
れ
と
願
ひ
つ
つ

二
人
の
夕
餉
に
七
草
粥
食
ふ

　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て
恋

ふ
も
の
と

書
き
し
犀
星
の
心
諾
ふ

　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

七
草
の
芹
を
摘
ま
む
と
弟
と

新
し
き
下
駄
に
田
の
道
を
巡
る

　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

お
歳
暮
に
娘
の
く
れ
し
吟
醸
酒

香
高
き
を
こ
の
朝
は
飲
む

　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

平
家
と
ふ
落
人
の
暮
ら
し
思
い

や
る
険
し
き
祖
谷
村
の
テ
レ
ビ
み
て
後

　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

産
土
の
社
の
森
は
静
ま
り
て

拍
手
の
音
寒
々
と
ひ
び
く

　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

尾
根
越
え
て
来
る
は
豊
後
の
猿

と
い
ふ

栗
が
金
に
な
る
時
代
も
過
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

国
民
年
金
基
金
に
加
入

し
て
年
金
を
増
や
し
ま

せ
ん
か

☆
国
民
年
金
基
金
は
国
民
年
金

に
上
積
み
す
る
公
的
な
年
金
制

度
で
す
。

☆
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
で
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方

（
第
1
号
被
保
険
者
）
な
ら
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
（
但

し
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

を
う
け
て
い
る
方
・
農
業
者
年

金
に
加
入
し
て
い
る
方
・
任
意

加
入
し
て
い
る
方
は
加
入
で
き

ま
せ
ん
）

　
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知

り
に
な
り
た
い
方
、
加
入
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
国
民
年
金
推

進
委
員
の
寺
原
洋
子
（
坪
谷
区
）

さ
ん
（
電
話
6
9
1
7
4
2
5
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

行
う
場
合
は
、
↓
週
間
前
ま
で

に
火
入
れ
許
可
の
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
火
入
れ
許
可
申

請
受
け
付
け
ば
、
印
鑑
を
持
参

の
上
役
場
総
務
課
消
防
交
通
係

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
第
7
回
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
百
済
の
里
」
交
通
規

制
に
つ
い
て

　
平
成
1
6
年
3
月
7
日
（
日
）

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
開
催
の
た
め
、

国
道
3
8
8
号
線
の
一
部
を
4

t
車
ト
ラ
ッ
ク
以
上
の
車
両
の

み
交
通
制
限
い
た
し
ま
す
。
制

限
区
間
は
南
郷
村
大
字
鬼
神
野

市
谷
～
大
字
神
門
行
伊
久
ケ
原

（
4
・
5
㎞
）
間
、
制
限
時
間

は
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
ま
で
と
し

ま
す
。
な
お
、
軽
・
普
通
乗
用

車
は
通
行
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
年
度
末
の
多
忙
な
時
期
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
問
合
せ
先
：
南
郷
村
教
育
委
・

員
会
（
電
話
0
9
8
2
1
5
9
1

1
5
0
9
）

交
通
事
故
の
無
料
相
談

○
電
話
・
無
料
相
談
日

　
電
話
0
9
8
5
1
2
8
1
1
1
9
9

　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

　
9
時
～
1
2
時

　
1
3
時
～
1
7
時

○
無
料
弁
護
士
相
談
日

毎
月
第
3
木
曜
日
（
要
予
約
）

・
3
月
1
8
日
（
木
）

　
1
3
時
～
1
6
時

宮
崎
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」

放
送
日
時
の
お
知
ら
せ

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

●
り

“、
」
亀
う
ど班　⑬

実
施
期
間
　
3
月
1
日
（
月
）

～
3
月
7
日
（
日
）
ま
で
の
7

日
間
統
一
標
語
「
そ
の
油
断
　
火
か

ら
炎
へ
　
災
い
へ
」

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候

に
な
り
ま
し
た
。
火
の
取
扱
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
野
焼
き
や
あ
ぜ
焼
き
等
を

　
平
成
1
6
年
2
月
2
0
日
（
金
）
に

行
な
わ
れ
た
東
郷
町
制
施
行
3
5

周
年
「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」
の

放
送
日
が
決
定
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
是
非
ご
覧

下
さ
い
。

テ
レ
ビ
放
映
日
　
N
H
K
総
合

日
時
　
平
成
1
6
年
3
月
5
日
（
金
）

午
後
8
時
～
8
時
4
3
分

出
演
　
小
沢
千
月
　
高
橋
キ
ヨ

子
　
戸
高
満
雄
（
東
郷
町
迫
野

内
）
ほ
か
数
名

番
鋸

行
　
政
　
相
　
談

△
日
時
3
月
1
7
日
目
水
）

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～

△
場
　
所
　
社
会
福
祉
協
議
会

※
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

、
1
今
月
の
納
税
等
一

躍
雛
置

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉

　
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
3
0
1
人
以
上
の
労
働
者
を

雇
用
す
る
事
業
主
は
、
平
成
1
7

年
3
月
3
1
日
ま
で
に
、
一
般
事

業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
、
4

月
1
日
以
降
、
速
や
か
に
届
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
該
当
す
る
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、

行
動
計
画
の
策
定
準
備
を
始
め

ま
し
ょ
う
。

※
お
問
合
せ
は
、
都
道
府
県
労

働
局
雇
用
均
等
室
へ

　
一
般
事
業
主
行
動
計
画
に
つ

い
て
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

三
6
ミ
≦
≦
≦
．
∋
三
≦
．
σ
q
。
●
」
℃
下

σq

@
コ
Φ
邑
＼
g
・
①
こ
。
＼
δ
k
2
嘗
し
。
①
量
＼
ぎ
ユ

①
×
．
葺
∋
一

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会

福
祉
の
た
め
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
（
2
月
1
0
日
ま
で
に
受
付

し
た
分
）

◎
寺
台
の
橋
口
克
義
さ
ん
よ
り

（
ヤ
ス
エ
さ
ん
逝
去
）

◎
八
重
原
の
奈
須
仁
吉
さ
ん
よ
り

（
優
子
さ
ん
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
増
田
彪
さ
ん
よ
り

（
シ
マ
子
さ
ん
逝
去
）

圏
．
＝

●

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
を

　
平
成
1
6
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
受
付
が
3
月
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

　
加
入
し
て
万
一
の
け
が
や
賠

償
責
任
な
ど
の
事
故
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

※
加
入
依
頼
書
は
東
郷
町
教
育

委
員
会
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、

前
年
度
加
入
の
団
体
に
は
3
月

上
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
宮
崎

県
支
部

T
E
L
（
0
9
8
5
）
5
5
1
3
1
3
6

　
　
（
1
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

木ぎ

Gえ

ｻ・

＝E

十三齢

@尾・

@琉・

@生・

赤
即
言
氏
名

重
美
秀
光

羅
者

舞1田　瀬福 住
所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

増 藤 池 海 奈 黒 安

田 井 北 野 須 木 藤
氏

シ 八 美 ケ

マ
梅
千 留 優 サ 名

子 子 代 子 子 ノ 始

94 77 77 51 57 88 81 年
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

鶴 越 ノ」・ 福 八 門 寺 住
野 野 重 川
内 表 田 瀬 原 町 迫 所

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　　　り蝦ど弓こ“り⑭

論
⑫◎＠、鋪

　
難

◎顧。

　　鞍
σ春坪谷幼稚園σ

レ
「
お
に
は
そ
と
～
」

坪谷区本村
　　　あゆ　み
野崎歩一さん（4歳）

父　隆博さん
母　真代さん

○好きな食べ物は何ですか？

　いちご、グラタン

○好きな遊びは何で
　すか？

　ブランコ、すべりだい

○大きくなったら何に
　なりたいですか？

　ケーキやさん

〆

－
量

坪谷区本村
　　きょう　こ
小室響子さん（4歳）

父　工さん
母　美保子さん

○好きな食べ物は何ですか？

　いちご、おみそ汁

○好きな遊びは何ですか？

　ブランコ、すべりだい

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　おんぶちゃん

臥
』

頭舷肇溜義
　噸ゆ＿七　、

へ一

蓋
・

く
　
．
日

誌
鋤
｝
　
　
、
ギ
ノ

㊧
“

一≧訟

▲「おにはそと～」

」臨＿

質質頁賞貝翼賞屡』賞

翻◎誘籐
賞眞賞賞賞翼賞賞賞
　　寺迫小学校で
ボランティア教室

　2月16日（月）、寺迫小学

校で宮崎県立盲学校から、平
田浩二先生と、盲導犬「レグ」

を講師に招き、視覚障害と盲

導犬について学ぶ、ボランテ
ィア教室が行われました。

　生徒達は初めてみる盲導犬

に目を輝かせながら、平田先

生の話に集中じていました。

また、盲導犬が仕事中に装着
するハーネスに触ったり、　「レ

グ」とふれあうなど＼めった

にないチャンスに恵まれた生

徒達は、とても感動していた

様子で、障害について改めて

考える酬い機会となったよう
でした。

表
紙
牧
水
・
の
う
た
の
解
説

な
に
ゆ
え
に
旅
に
三
つ
る
や

な
に
ゆ
え
に
旅
に
出
つ
る
や

　
　
　
　
　
可
上
又
こ
衆
こ

　
　
　
　
　
イ
十
ロ
ー
方
一

都
甲
欣
一

（
死
か
芸
術
か
）

　
牧
水
は
、
明
治
四
十
五
年
一
月
五
日
に
原
田
実
（
親
友
）
あ
て
に

手
紙
を
出
し
た
。
そ
の
中
に
「
今
年
は
僕
は
今
ま
で
の
様
な
無
責
任

な
態
度
で
な
く
、
詩
人
と
い
ふ
天
職
の
も
と
に
漸
く
た
っ
た
今
到
着

し
た
も
の
と
覚
悟
し
て
創
作
に
従
事
し
て
見
難
い
」
と
自
分
を
新
し

く
し
た
い
と
い
う
決
意
を
書
い
て
い
る
。
牧
水
の
心
は
「
創
作
」
に
代

わ
る
新
し
い
短
歌
雑
誌
「
自
然
」
発
行
計
画
へ
と
向
か
っ
て
い
き
、
そ

の
同
人
募
集
の
目
的
も
あ
っ
て
三
月
十
六
日
信
州
の
旅
に
出
た
。

　
牧
水
に
は
旅
に
出
た
も
う
一
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。
太
田
喜
志
子

と
の
結
婚
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
牧
水
は
、
喜
志
子
に
直

接
会
っ
て
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
信
州
で
の
牧
水

は
各
地
で
の
歌
会
に
出
席
し
た
後
、
四
月
二
日
に
喜
志
子
に
会
っ

て
、
「
太
田
水
穂
さ
ん
ご
夫
妻
と
も
相
談
し
て
き
た
ん
で
す
が
、
喜

志
子
さ
ん
、
僕
と
結
婚
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
自
分
の
思
い
を
訴

え
た
。

　
こ
の
歌
は
、
信
州
に
旅
し
た
時
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
伊

藤
一
彦
著
「
若
き
牧
水
」
で
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

　
「
こ
れ
で
歌
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
人
も
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
確
か
に
秀
作
の
部
類
に
は
入
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
真
率

き
わ
ま
り
な
い
、
牧
水
ら
し
い
作
と
し
て
私
は
心
に
残
る
。
上
手
い

歌
を
牧
水
は
作
ろ
う
と
し
て
い
な
い
。
リ
フ
レ
イ
ン
に
よ
る
三
度
の

自
分
へ
の
問
い
か
け
が
、
少
し
も
冗
長
に
感
じ
ら
れ
な
い
。
「
な
に
ゆ

え
に
旅
に
」
の
上
の
二
つ
の
句
ま
た
§

り
の
リ
ズ
ム
と
違
う
、
結
局
の
七

音
（
一
音
字
余
り
の
実
際
は
八

音
だ
が
）
の
「
何
故
に
旅
に
」
の

切
迫
感
あ
る
リ
ズ
ム
が
効
果

的
だ
。
」

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑳3901まで〉
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